
平成 28年度第 1回あわら市文化財保護委員会会議録 

 

１．日 時   平成 28年 5月 31日(火) 午後 1時 15分から午後 3時 

２．場 所   金津本陣ＩＫＯＳＳＡ３階・研修室１ 

３．議 題   平成 28年度文化財保護事業計画について 

４．資 料   平成 28年度文化財保護事業計画 

５．出席者   文化財保護委員 吉田純一、由水勇、山田輝男、 

有馬行之、藤井さち江、伊戸君枝、 

吉村幸夫、長谷川勲 

        事 務 局   大代紀夫（教育長）、笹井和弥(文化学習課長)、

橋本幸久(郷土歴史資料館館長補佐)、笠川正

泰 (郷土歴史資料館主事)  

 

           （委嘱状交付） 

教育長挨拶 

６．会 議 

   １．委員長の互選及び職務代理者の指定 

       委員長に吉田 純一氏、職務代理者に由水 勇氏 

 

２．委員長就任あいさつ 

        

議題１：平成 28年度文化財保護事業計画について 

（事務局より事業計画について説明） 

 

委員長：質問、指摘事項はありませんか？ 

事務局：補足で吉崎御山の清掃に関して、蓮如の里よしざき創成会になってか

ら大分きれいになったと報告がありました。今の所、好評です。 

委 員：椚古墳の石室真上の大木が倒壊しないか気になっている。一度調査し

ていただけないか？説明板や支柱も腐食しつつある。説明板の文章も

金津町のままの箇所がある。  

事務局：説明板の金津町部分は、合併後、あわら市に修正していますが、見落

としたのかもしれない。すぐにでも対応していきたい。 

委 員：生えているのは何の木ですか？欅だったら腐食しないが、椎の木だっ

たら生命力が強い。切ったことにより石室に影響が出ないか心配だ。 

事務局：古墳の一番高いところに生えているので、伐採は難しく処理費用も高

くなることが予想される。ちなみに石室は県指定となっているので、



処理前に現状変更の手続きと許可が必要となる。県によると倒壊防止

のための伐採は定常管理の範囲内との位置づけで県の補助金は出ない

と聞いている。 

委員長：補助の為には壊れるまで待てばいいのか？県指定文化財なのだから、 

    県に指示を仰いでみてください。 

委 員：埋蔵文化財に関して桑野遺跡の報告書の発行が遅い。発掘が終わって 

から 25年近く経っている。 

事務局：早急に作成しなければならない。文化庁からも指導されているので、

国庫補助事業を活用して平成 29年度中に仕上げたいと考えている。 

委員長：本荘春日神社の修理事業報告書はもう発行されているのか？ 

事務局：補助事業で作成することになっており、既に完成しているようだが、

まだ発送されてきていない。 

委 員：「あわら市の文化財」冊子の補遺制作について、国登録有形文化財に関 

してはどうするのか？また、懸案事項については？ 

事務局：平成 23年度の「えちぜん鉄本荘駅」から「べにや旅館」まで 7件掲載

する予定でいる。また、資料に掲載した懸案事項に関しては予算がつ

いている。宇根観音に関しては、多賀谷左近石廟復元で予算額が膨ら

んだあおりを受けたので、職員で対応したい。 

委員長：吉崎は全国区。御山の発掘はできないのだろうか？ 

委 員：宗教施設以上にウォーキングスポットしてもとても良い。文化財と観

光を絡めていける場所だ。観光課にも言っているが、前に進まないよ

うだ。 

事務局：県も文化振興は観光部局だ。市は文化財と観光振興が別になっている

ので難しい。市では現在勝山から加賀にかけての祈りの道（日本遺産）

に力を入れようとしている。 

委員長：蓮如忌に渡し船は出しているのか？地元は力を入れている。 

委 員：新幹線工事に関して、埋蔵文化財の発掘調査は大丈夫か？ 

事務局：新幹線の用地内は、県が調査しており、伊井（南稲越）はすでに調査 

を開始している。発掘経過は随時、報告する。 

 

 

      (事務局から参考として資料館の事業について説明) 

 

委 員：毎度思うがＰＲ不足ではないか？中央公民館の舘高重のイベントは期

間が短いにもかかわらず大勢の人が訪れた。資料館も工夫して頑張っ

てほしい。 



事務局：事前告知で福井新聞等に掲載された場合、人も多く来る。口コミも重

要なツールだ。 

委 員：できる範囲でやるとすれば、保護委員が口コミで人に紹介することだ。  

委員長：報道機関に言えばいいのではないか？  

事務局：政策課を通じて報道機関に投げ込みもしている。 

委員長：広報ツールとして問題はないのか。ポスターは公民館に出しているか？ 

事務局：市内公民館、県内各資料館等には送っている。 

委員長：広報ツールについて再検討していただきたい。それと、資料館に運営

委員会はないのか？ 

事務局：まだありません。 

委員長：運営委員会を検討してみては？あと、常設展はどれくらいの人が見に

来ているのか？ 

事務局：運営委員会については、今後考えたい。また、来館者については企画

展や常設展、本陣飾り物の何を見に来ているのかまでは分からない。 

委員長：他に何か意見等はありませんか？ 

ないようでしたら、これにて第 1回目の保護委員会を終了します。 

  

             （終了） 


